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１１Ｋ

一つ霧

ば
つ
か
だ
ナ
ー

あ
の

ス
ペ
シ
ャ
ル
番
組

最
高
だ
っ
た
ぜ

い
や

み
ま
さ
か

お
い
美
作

昨
夜
の
Ｔ
Ｖ

見
た
か
ァ
？

み
ま
さ
か

お
い
美
作

昨
夜
の
Ｔ
Ｖ

見
た
か
ァ
？

／／

”’||’

｡ 、

、

－
１

｡ 、〃 １１Ｋ９
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ﾛ １

一言雪雲

あ
の
日
よ
り

前
な
ら
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③
春
の
オ
シ
ャ
レ
は

ｐ
恥
り
ず
み
か
る
ジ
ュ
エ
リ
ー

１Ａ
３
月
”
日
１
羽
日
、
神

Ｆ
・
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

で
、
Ⅷ
田
崎
真
珠
新
作
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
た
。

春
に
な
る
と
、
光
が
き
ら
め

き
踊
り
出
す
よ
う
に
、
女
性
も

キ
ラ
キ
ラ
と
輝
き
ま
す
。
そ
ん

な
明
る
く
弾
む
心
を
八
ぶ
り
ず

む
・
り
ず
む
ｖ
と
い
う
テ
ー
マ

で
表
現
。磯

春の傾向を語る上野さん

‐
フ
ォ
ー
マ
ル
な
パ
ー
ル
も
い

い
け
れ
ど
、
こ
の
春
に
は
、
思

い
き
っ
て
デ
ザ
イ
ン
も
の
に
挑

戦
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
上
野
さ
ん
。

明
る
い
色
の
、
リ
ズ
ミ
カ
ル

な
ジ
ュ
エ
リ
ー
で
、
あ
な
た
も

弾
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

ＳＰ◎Ｔ
☆
松
本
、
長
野
の
専
門
店

神
戸
セ
ミ
ナ
ー
に

信
越
放
送
Ｋ
Ｋ
松
本
放

送
局
の
主
催
で
、
Ｓ
Ｂ
Ｃ

神
戸
セ
ミ
ナ
ー
が
、
２
月

２
１
４
日
開
催
、
松
本
の
専
門

店
メ
ン
バ
…
十
六
名
参
加
。
２

日
は
商
工
会
議
所
で
、
神
戸
の

専
門
店
、
芹
濡
豊
男
、
永
田
良
一

郎
社
長
と
本
誌
小
泉
康
夫
が
加

っ
て
、
３
日
は
英
国
館
で
、
盤

浦
明
定
さ
ん
と
講
師
が
変
っ
て

〃
商
店
と
街
づ
く
り
〃
ま
た
〃
新

し
い
商
法
″
に
つ
い
て
語
り
合

っ
た
。
２
月
卯
日
に
は
、
長
野

か
ら
、
ア
サ
ヒ
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ

ィ
の
主
催
で
約
十
名
の
専
門
店

職
百
貨
店
メ

したメンバー

ナ神ン
１戸（
にセ１
． ﾐ が

鋤
信
州
と
神

戸
を
結
ぶ

研
修
会
は
、
自
然
環
境
と
街
づ

く
り
の
魅
力
を
ど
う
生
か
す
か

と
熱
い
話
し
合
い
で
あ
っ
た
。

P ＥＮＩ
⑥
神
戸
・
風
月
堂
が

姫
路
に
も

３
月
蝿
日
、
姫
路
駅
フ
ュ
ス
タ

２
Ｆ
・
３
Ｆ
に
神
戸
凧
月
堂
が
オ

ー
プ
ン
し
た
。

今
、
話
題
を
呼
ん
で
い
る
姫
路
フ
ュ
ス

ク
で
神
戸
の
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
雰
囲
気
も

ど
う
ぞ
。

ロ
神
戸
風
月
堂
姫
路

雷
０
７
９
２
１
，
８
８
・
‐
５
５
５
０

識蕊蕊
しいて立り，ど荊鴎卵盃ツル

Ⅱ
、
梁
寿
馴
郭

◎
ス
蕊
・
１
．
曙
狩
調
伽

テ
．
・
プ
ル
、
ワ
イ
ン
レ
ッ
ド
の
椅
一

清
潔
で
シ
ッ
ク
な
ム
ド
の
店
内
《

１
－
も
よ
り
豊
富
に
。
お
す
す
あ
曇

１
プ
か
ら
デ
ザ
．
・
卜
、
ド
リ
ン
ク
．

べ
て
自
分
で
選
べ
る
．
．
，
ス
メ
ー
ー

ロ
カ
フ
ェ
・
ド
・
ジ
ャ
ル
ダ
ン

君
（
３
５
１
〉
１
１
４
９

９
時
１
創
時
無
休

》
Ⅱ
⑥
ヱ
ス
タ
ー
ニ
ュ
ー
ト
ン

Ｎ
婿
電
曜
雲
魂
１
二
雲

恥
卿
鍔
》
鐸
》
峨
柵
蝿

ミ
ラ
ノ
か
ら
ワ
ン
ピ
ー
‐
ス
、
ツ
ー
ピ
：

ス
、
ブ
ラ
ウ
ン
、
サ
マ
・
‐
ニ
ッ
ト
セ
ー
ク

ー
が
到
着
。
淡
い
パ
ス
テ
ル
Ⅲ
‐
・
‐
ン
が
多

ＳＰＥＣＩＡＬＭＥＳＳＡＧＥ

神戸百店会だより
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１
４７
１

レゼント。

、カフェ・ド･ ジヤルダンから
コースメニューセットを

３月１日にリフレッシュオー
プンした神戸・楠公前のカフェ
･ ド･ ジャルダンより､ スープ
からデザート、ドリンクに至る
まですべて自分で選んで組み合
わせることのできるコースメニ
ュー（￥1 , 9 8 0 ）を５名棟にプ
レゼント。

蕊
８
８
ま
で
。

●
フ
ァ
ミ
リ
ア
北
野
坂
ハ
ウ
ス
で

は
、
子
供
の
日
に
ち
な
ん
で
、
５

月
２
日
１
６
日
ま
で
、
庭
に
ミ
ニ

Ｓ
Ｌ
を
走
ら
せ
ま
す
。
子
供
の
頃

の
夢
が
よ
み
が
え
り
そ
う
／
ま

た
、
新
館
を
オ
ー
プ
ン
し
て
の
ワ

ゴ
ン
セ
ｉ
ル
も
行
わ
れ
ま
す
。
詳

し
く
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ア
北
野
坂
ハ

ウ
ス
面
（
２
２
２
）
３
５
３
５
。

●
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
３
ｒ
の
リ
ザ

サ
ロ
ン
神
戸
本
店
で
、
３
月
型
日

コ
ル
デ
ィ
ア
忠
の
フ
ロ
ア
ー
シ
ョ

ー
を
開
催
。
初
夏
に
向
け
て
の
と

て
も
爽
や
か
な
シ
ョ
ー
だ
っ
た
。

●
大
丸
前
・
つ
る
や
衣
裳
店
で
は

７
月
１
日
・
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ

テ
ル
借
楽
の
間
で
婚
礼
衣
裳
の
展

示
会
を
開
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

つ
る
や
衣
裳
店
言
（
３
２
１
）
０

３
６
０
ま
で

繍鍵
簿鯵灘麓

⑥
第
３
回
神
戸
ベ
ス
ト
ド
レ

ッ
サ
ー
ズ
大
賞
決
定
ノ
．

さ
る
３
月
型
・
溺
日
、
さ

ん
プ
ラ
ザ
・
セ
ン
タ
ー
プ
ラ

ザ
３
Ｆ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
パ

ー
ク
広
場
で
第
３
回
神
戸
ベ

ス
ト
ド
レ
ッ
サ
ー
ズ
大
賞
の

選
考
が
行
わ
れ
た
。
過
去
の

尋
管
撰
者
が
、
モ
デ
ル
や
Ｄ
Ｊ

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
と
あ

っ
て
、
今
回
は
お
才
ｌ
蛇
才

ま
で
の
約
３
０
０
焔
が
応
募

最
終
選
考
に
残
っ
た
訓
名

で
、
ピ
ン
ク
の
着
こ
な
し
を

競
っ
た
。

応
募
者
の
約
７
割
が
大
阪

か
ら
、
と
い
う
中
で
、
大
賞

は
神
戸
生
ま
れ
神
戸
育
ち
の

塩
木
陽
子
さ
ん
〈
Ⅳ
才
高
校

３
年
〉
に
決
定
し
た
。

第
１
位
／
三
木
鶴
子
（
Ｗ
才
・
神
戸

市
）第２

位
／
大
久
保
恵
子
（
鋤
才
・
堺

市
）ファ

ッ
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
礎
／
古
本
美

保
子
（
飽
才
・
姫
路
市
）

特
別
賞
／
小
西
芳
子
（
訓
才
・
泉
大

津
市
）

湖誤

ＰＥＯＰＬＥ〈2 0 ＞

、流行プラス感性で自分なりの個性を
川崎加寿夫さん<難躍産ﾔ・＞
.フ

に入
アッションに興味をもって、ベニヤ
社して1 0 年。２年前からエルベの店

長に。スポーーテイーなものやトレンドな
ものｶ ﾖ 中心の商品構成。ミュグレ…、ラ
ネロッシ、ｎ. Ｌ，などがよく出ている。
「やはり今年はマリンやミリタリ．．っぽ
いものが流行しそうですね。洗練された
ものを自分なりに工夫して着てほしいｰ
と、川崎さん。笑顔の素敵な好青年だ。

ＴＯＰＩＣＳ
⑥
神
戸
国
際
会
館
１
Ｆ
の

ペ
ニ
ー
毛
皮
店
か
ら
、
毛

皮
箭
報
紙
・
・
お
し
ゃ
べ
り

ミ
ン
ク
．
』
を
創
刊
。
毛
皮

に
関
す
る
こ
と
だ
け
で
な

く
、
お
店
の
紹
介
や
ち
よ

己
と
し
た
エ
ッ
セ
イ
、
新
し
い
情

報
な
ど
充
実
し
た
内
容
。
今
後
、

隔
月
で
発
行
さ
れ
る
予
定
。
読
者

か
ら
の
楽
し
い
原
稿
も
募
築
唖
。

詳
し
く
は
、
べ
一
一
・
・
毛
皮
店
ま
で
。

宮
（
２
２
１
）
３
３
２
７

●
セ
ン
タ
ー
街
・
中
川
衣
裳
店
の

謡
礼
戎
裳
の
鵬
示
会
は
５
月
幻
日

皿
時
１
ｍ
時
ま
て
舞
子
ビ
ラ
で
行

わ
れ
ま
す
。

③
大
丸
前
・
み
よ
し
や
の
・
秋
も

の
・
第
１
回
内
見
会
．
恥
は
、
５
月

四
画
・
加
日
、
京
棚
・
洛
北
・
愛

染
蔵
で
行
わ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は

み
よ
し
や
宮
（
３
３
１
）
３
３

ii篭iii蕊蕊嬢評霧一節、、辞・溌藍ｇ凸α詮慰甲妙早、罪ｒ鼠丸；鮮罵諺燕鈎碑
③ブティック・サンミヨシヤか
ら小物を
大丸前のブティック・サンミ
ヨシヤから、うすいパ･ ･ プルで
レース使いのかわいいランジェ
リ･ - ケ･ ･ スを１名様に。ちょっ
としたものを入れるのに便利な
ポーチを２名様にプレゼント。

ＰＲＥＳＥＮＴ
CＯＲＮＥＲ

▼
応
罪
方
法
⑥
莱
普
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希

望
す
る
商
品
名
壱
明
記
の
上
や
神
戸
市
叩
央
Ⅸ
東
町

、
．
ｉ
大
神
ピ
ル
９
Ｆ
「
月
刊
神
戸
っ
子
．
﹇
神
戸
百

店
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
ご
応
募
下
さ
い
。
５
月
加

日
消
印
ま
で
有
効
で
す
。
当
選
者
に
は
神
戸
っ
子
か

ら
当
選
葉
書
老
発
送
や
蕊
沓
を
持
っ
て
お
店
ま
で
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
に
お
出
か
け
下
さ
い
。
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ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
幕
戸
に
大
工
道
具
の
資
魁
凧
距
を
創

実
現
し
た
山
本
周
五
郎
文
学
碑

句
碑
が
須
磨
浦
公
園
内
展
望
台

を
え
て
、
３
月
帥
日
、
念
願
の

発
見
し
た
の
は
、
須
磨
寺
塔
頭
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
め
、
ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー
も
設
け

止
覚
院
副
住
職
の
三
浦
真
厳
さ
１
階
は
「
力
と
し
く
み
の
科
て
い
る
。
昔
は
大
工
た
る
も

名
前
は
知
ら
な
く
て
も
、
「
春
磨
の
地
に
新
名
所
が
生
ま
れ
た

の
人
々
が
お
祝
い
に
駆
け
つ
け

に
建
立
さ
れ
た
。

ん
だ
が
、
神
戸
市
な
ど
の
協
力

馴
染
み
深
い
。
こ
の
名
句
、
実
☆
〃
科
学
す
る
心
″
を
育
て
る

の
除
幕
式
が
行
な
わ
れ
、
多
く

の
だ
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
知
い
て
の
認
識
を
深
め
、
〃
科
学
具
が
ど
う
使
わ
れ
て
い
た
か
と

ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
事
実
を
す
る
心
″
を
育
む
こ
と
を
目
的
い
う
無
形
の
技
術
を
伝
え
る
た

☆
文
学
の
香
り
高
い
須
磨
に
た
。

は
、
須
磨
の
海
を
う
た
っ
た
も
市
立
青
少
年
科
学
館
が
開
館

り
か
な
」
の
句
は
小
学
生
に
も
嬉
し
い
限
り
だ
。

の
海
、
ひ
ね
も
す
の
た
り
の
た
こ
と
は
神
戸
市
民
に
と
っ
て
も

ま
た
、
４
月
７
日
に
は
昨
年

ま
た
新
名
所
が
誕
生

江
戸
の
俳
人
、
与
謝
蕪
村
の
つ
が
れ
る
文
学
の
香
り
高
い
須
竹
中
工
務
店
が
創
立
踊
周
年

ジ
ャ
ー
ナ
ル

ポ
ケ
ッ
ト

須磨の海が見える蕪村の句碑
（速水史朗。作）

解
す
る
科
学
技
術
″
を
テ
ー
マ
千
点
、
関
連
資
料
千
点
が
収
蔵

青
少
年
科
学
館
が
開
館
し
た
。
を
築
い
て
き
た
工
匠
の
心
と
技

が
進
め
ら
れ
て
い
た
神
戸
市
立
日
本
の
長
い
木
造
建
築
の
歴
史

開
け
の
４
月
羽
日
、
か
ね
て
か
設
す
る
。
地
上
３
階
』
、
地
下
１

ら
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
で
建
設
階
、
延
面
積
叩
㎡
の
同
館
に
は

に
、
青
少
年
が
科
学
技
術
に
っ
さ
れ
る
。
ま
た
実
際
に
そ
の
道

同
館
は
〃
人
間
を
通
し
て
理
の
結
晶
で
あ
る
大
工
道
具
約
９

ド
ー
ム
を
も
つ
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

源
氏
物
語
の
時
代
か
ら
語
り
収
蔵
品
は
何
と
１
万
点

飛行樋の実物大模型も展示

弓２フ学ｌネ質
情階口些のルと

学
」
「
物
の
、
最
低
加
点
の
道
具
を
必
要

＝尼鐸一一
報はアの科ギェ

技
術
を
競
い
合
う
な
か
か
ら
多

種
多
様
な
も
の
が
生
ま
れ
た
。

具
も
鍛
治
と
大
工
が
お
互
い
に

そ
れ
ら
の
大
工
道
具
も
消
滅
し

し
か
し
機
械
化
の
波
と
と
も
に

と
し
て
い
た
ら
し
い
。
そ
の
道

ム
館
が
隣
接
し
て
い
る
。

口
開
館
／
午
前
９
時
訓
分
Ｉ
牟
後
４
時
訓

分
休
館
／
毎
週
水
曜
日
奮
血
１
５
１

７
７ 理

霧
境
の
科
学
」
の
フ
ロ
ア
。

☆
竹
中
大
工
道
具
館
７
月
開
館

同
館
の
西
に
は
直
径
加
米
の
大

つ
つ
あ
る
。
世
界
に
も
余
り
類

る
直
径
４
米
の
地
球
儀
の
あ
る

３
階
は
、
５
分
間
で
一
回
転
す

の
科
学
」
の
フ
ロ
ア
、
そ
し
て

僻
ゆ
か
り

の
地
神

館
記
念
事

雲
業
と
し

華
て
創
立

１
１４８
１

凸

瀧憲織蔦諦箪っへ｡ 違う｡ で…生暫日

謹騨i鴎
に杉高り
もの校が社

会
人
に
な
っ
て
か
ら
、
何
か
こ
う

い
う
運
動
に
か
か
わ
る
こ
と
が
少
な
く

放
り
、
意
識
が
遠
の
い
て
い
ま
し
た
。

いるつ

と
う
と
う
今
日
に

“
長
女
も
元
気
に
五
才
に
な
り
ま

型
次
女
も
、
も
う
す
ぐ
二
才
で
す

で
す
が
合
わ
せ
て
献
金
い
た
し
ま

本出こ久て
部：〃とＬ，さ

福こ
祉れ

次長
女女
も

の
み
な
さ
ん
お
元
気

の
も
高
校
『
年
生
だ
っ

ま
し
た
れ
。

ぷ
い
》
に
℃
と

が
で
き
て
、

な
が

ボ
ラ

の
迎

若
か
動
に
か
か
わ

っ
た
頃
を
思

ら
心
を
洗
わ
れ
ま
し
た
。

ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
、

こ
れ
か
ら
も
や
ち
え
お
く
れ
の
人
々
の

福
祉
向
上
の
た
め
に
、
箸
災
な
啓
発
活

動
を
こ
つ
こ
つ
と
税
み
重
ね
て
く
だ
さ

い
。
〈
神
戸
市
垂
水
区
主
婦
）

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

副
神
戸
市
巾
央
区
御
幸
通
八
．
・
一
六

神
戸
国
際
会
館
一
階
の
郵
便
局
の
隣

宮
・
五
一
・
，
八
一
六
．
内
線
一
三
六
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Ｗ
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
気
分
で

決
め
て
み
た
い
も
の
だ
。

☆
ベ
ニ
ー
ア
ー
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

国
際
会
館
１
Ｆ
・
ペ
ニ
ー
毛

皮
店
カ
ジ
ュ
ア
ル
フ
ァ
ー
サ
ロ

ン
が
、
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
変
身
。
期
間

は
、
５
月
１
日
（
火
）
か
ら
祉

日
（
木
）
ま
で
。

「
毛
皮
の
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
と

店
の
空
間
を
利
用
し
て
、
お
客

様
に
少
し
で
も
芸
術
的
な
も
の

と
ふ
れ
あ
っ
て
い
た
だ
け
た
ら

い
い
な
、
と
思
っ
て
企
画
し
ま

し
た
」
と
、
企
画
室
長
の
大
島

智
恵
さ
ん
。

今
回
は
、
ジ
ャ
ン
ル
の
違
う

３
日
よ
り
７
日
間
、
そ
ご
う
神

戸
店
、
６
階
美
術
画
廊
で
開
か

れ
る
。
グ
リ
ニ
ッ
チ
。
ピ
レ
ッ

ジ
の
街
角
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ

な
ど
の
最
も
Ｎ
Ｏ
Ｗ
い
姿
を
永

沢
さ
ん
独
特
の
タ
ッ
チ
で
見
せ

て
く
れ
る
。
ま
た
、
地
下
鉄
の

乗
客
た
ち
を
描
い
た
作
品
も
出

展
さ
れ
る
と
あ
っ
て
は
見
の
が

せ
な
い
。
永
沢
さ
ん
オ
リ
ジ
ナ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
ネ
コ
の
キ
ャ
ラ

活
躍
す
る
女
性
３
名
の
募
集
要

項
が
決
定
。

応
募
資
格
／
満
唾
歳
以
上
の
真
珠
の
似
合

う
明
朗
な
未
婚
女
性
（
外
国
語
の
話
せ
る

人
、
外
国
人
国
籍
の
方
歓
迎
）

申
し
込
み
方
法
／
所
定
の
申
し
込
み
用
紙

か
履
歴
書
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
勤
務

先
又
は
学
校
名
と
身
長
、
体
重
、
Ｂ
、
ｗ

Ｈ
、
趣
味
、
特
技
、
家
族
柵
成
明
記
、
正

面
上
半
身
と
全
身
の
厚
真
（
手
札
サ
イ
ズ

を
添
え
て
応
募
）
。

締
切
／
５
月
、
日
（
木
）
必
着

申
し
込
み
先
／
神
戸
市
中
央
区
東
町
唖

日
本
真
珠
会
館
内
（
社
）
日
本
真
珠
振
興
会

パ
ー
ル
プ
リ
ン
セ
ス
実
行
委
員
会
雷
（
３

３
１
）
４
０
３
１

☆
「
元
町
を
ど
や
し
つ
け
る
」

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

元
町
は
加
年
の
伝
統
が
あ
る

が
そ
れ
を
守
ろ
う
と
す
る
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
、
５

月
２
日
（
水
）
午
後
２
時
よ
り

２
時
間
に
わ
た
り
、
神
戸
夙
月

堂
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
る
。
出
席

者
は
我
こ
そ
は
元
町
フ
ァ
ン
と

自
他
共
に
認
め
る
嶋
田
勝
次

を
見
な
い
貴
重
な
資
料
館
の
誕

生
で
あ
る
。

回
竹
中
大
エ
道
具
館
／
神
戸
市
中
央
区

中
山
手
通
４
１
旧
ｌ
あ
官
（
２
４
２
）

０
２
１
６
７
月
１
日
開
館

☆
第
４
．
回
パ
ー
ル
プ
リ
ン
セ
ス

た
だ
い
ま
募
集
中

パ
ー
ル
プ
リ
ン
セ
ス
ー
日

本
が
世
界
に
誇
る
真
珠
の
振
興

昨年のパールプリンセス
最終選考風景

ぺ珠国国のへ欧の
ｌキ内際Ｐの米た
ンヤの親Ｒ真なめ
にン真善や珠ど、

こ
の
シ
ャ
ン
ト
セ
ー
で
祭
り

は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
達
す

る
。☆

永
沢
ま
こ
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
展

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
舞
台
に
ペ
ン

を
握
り
ス
ケ
ッ
チ
を
描
き
続
け

る
永
沢
ま
こ
と
の
個
展
が
５
月

（
神
戸
大
助
教
授
）
服
部
正

（
評
論
家
）
陳
舜
臣
（
作
家
）

尤
昭
福
（
神
戸
青
年
会
議
所

理
事
長
）
氏
ら
４
名
。
元
町
へ

の
不
満
を
洗
い
ざ
ら
い
ぶ
ち
ま

け
よ
う
と
す
る
会
だ
け
に
白
熱

し
た
意
見
交
換
が
展
開
さ
れ
よ

う
。
（
入
場
料
五
百
円
）

☆
勇
壮
、
豪
快
、
住
吉
神
社
の

だ
ん
じ
り
祭
り

住
吉
神
社
の
例
祭
は
「
灘
の

だ
ん
じ
り
祭
」
と
し
て
広
く
知

ら
れ
、
毎
年
、
５
月
５
日
に
行

な
わ
れ
て
い
る
。
だ
ん
じ
り
は

７
基
出
さ
れ
、
順
次
、
「
シ
ャ
ン

ト
セ
ー
」
を
演
じ
る
。
そ
れ
は

拝
殿
正
面
に
だ
ん
じ
り
正
面
を

む
け
、
曳
き
手
の
三
分
の
一
が

後
方
へ
乗
っ
て
、
残
り
の
曳
き

手
で
だ
ん
じ
り
を
３
回
高
く
あ

げ
お
ろ
し
、
神
社
に
拝
礼
し
た

の
ち
、
前
輪
を
浮
か
し
た
ま
ま

３
回
右
回
り
に
回
す
儀
式
。

ク
タ
ー

識
撞
韓 鵜掻

勇壮なシャントセーも
ある住吉だんじり祭り

１
１４９
１ ）率

タイムズ・スクェア風景
年きまいれ販商
の ｡ けうる売品
Ｇ今つおとさも

図
書

ガ
イ
ド懲

曇
窪
霊

テ
レ
ビ
、
饗
画
に
大
活
躍
の
人
気
タ

レ
ン
ト
、
桂
三
枝
が
、
多
忙
な
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
合
間
を
ぬ
っ
て
、
三
本
の
古

典
落
語
を
中
心
に
、
落
語
、
笑
い
、
人

生
に
つ
い
て
、
書
き
た
め
て
い
た
も
の

ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
、
三
枝
独
特
の

語
り
口
で
読
み
や
す
く
、
噺
家
三
枝
の

笑
い
の
秘
密
を
知
る
上
で
は
格
好
の
さ

わ
や
か
な
一
冊
。
読
者
に
５
冊
贈
呈
。

八
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
刊
９
８
０
円
Ｖ

》
《
蝿
諸
王
方
笑
芸
の
世

上
方
の
茎
算
を
こ
よ
な
く
愛
す
る

古
川
嘉
一
郎
、
橋
本
正
樹
、
林
黛
、

＃
催
男
氏
ら
作
家
兼
批
評
家
の
彼
ら

が
、
時
に
厳
し
く
時
に
優
し
く
芸
を
斬

っ
た
り
賞
め
た
り
。
ま
た
桂
枝
雀
・
上

岡
龍
太
郎
、
島
Ⅲ
紳
介
・
上
田
正
樹
の

対
談
な
ど
も
読
み
応
え
が
あ
る
。
漫
才

ブ
ー
ム
が
去
っ
た
後
の
状
況
を
判
断
す

る
に
格
好
の
同
書
で
あ
る
。
そ
れ
に
し

て
も
落
語
家
林
家
小
染
の
死
は
か
え
す

が
え
す
も
残
念
だ
。
読
者
に
５
冊
贈
呈

（
白
水
社
￥
１
２
０
０
）

燕
蕊
一
議

県
下
一
の
清
流
千
種
川
。
そ
の
周
辺

に
は
自
然
に
囲
ま
れ
た
挫
村
が
点
在
す

る
。
中
世
の
赤
松
氏
史
蹟
や
寺
社
、
う

ま
い
も
ん
の
店
、
レ
ジ
ャ
ー
施
設
な
ど

を
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

は
、
森
林
浴
に
最
適
の
季
節
。
こ
の
本

を
片
手
に
観
光
化
さ
れ
て
い
な
い
山
野

を
散
策
し
て
は
い
か
が
（
￥
４
０
０
）
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☆
大
阪
・
神
戸
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
総

領
事
館
の
フ
ォ
ル
カ
ー
・
ブ
ス
と
ヨ
ー

コ
夫
人
が
象
牙
海
岸
の
ア
ピ
シ
ャ
ン
の

大
使
館
へ
４
月
末
に
振
動
さ
れ
ま
す
。

☆
琵
琶
の
柴
田
旭
堂
後
援
会
（
〒
卸
神

戸
市
中
央
区
上
筒
井
５
丁
目
４
ノ
２
宮

、
翁
）
１
１
６
１
三
木
重
昭
会
長
）

が
、
４
月
鵡
日
午
後
６
時
半
よ
り
オ
リ

エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
、
上
原
ま
り
さ
ん

の
東
京
話
も
加
え
て
開
か
れ
ま
し
た
。

（
年
会
費
５
０
０
０
円
）

☆
東
京
の
赤
坂
東
急
ホ
テ
ル
Ｂ
１
で
、

ラ
イ
プ
ラ
ウ
ン
ジ
ハ
ー
バ
ー
ラ
イ
ト
ク

ラ
プ
は
、
３
Ｆ
で
花
く
ま
を
経
営
す
る

憩
殿
洋
子
さ
ん
の
店
。
４
月
１
日
に
１

周
年
を
迎
え
て
、
大
ハ
ッ
ス
ル
。
（
千

代
田
区
永
間
町
２
ノ
皿
ノ
３
）

★
築
曲
新
弦
社
の
狩
谷
章
子
さ
ん
が
移

転
。
新
住
所
は
〒
師
尼
崎
市
塚
口
町
２

丁
目
四
ノ
９
曾
鯛
（
噸
）
３
４
７
５

☆
現
代
美
術
の
杉
山
知
子
さ
ん
が
、
ア

ト
リ
エ
兼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
月
◎
ョ
鳥
を
設

け
ら
れ
ま
し
た
。
〒
卸
神
戸
市
中
央
区

江
戸
町
剛
番
高
砂
ピ
ル
噸
官
叩
（
剛
）

ｕ
５
９
２

☆
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
湯
井
二
薬
さ
ん
が
、

Ｋ
Ｋ
テ
イ
ク
ワ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に

所
属
さ
れ
ま
し
た
。
〒
知
大
阪
市
北
区

中
之
島
５
丁
目
３
‐
配
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
諏
号
室
宮
“
（
妬
）
０
６
２
１
（
岸

田
洋
社
長
）

☆
永
田
良
介
商
店
の
長
男
永
田
耕
一
さ

ん
の
結
婚
が
本
決
り
。
７
月
聖
日
に
神

戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
で
挙
式
。
花
嫁

は
熊
本
市
の
ブ
テ
ィ
ッ
ク
の
お
嬢
さ
ん

★
前
・
港
湾
局
長
の
鳥
居
幸
雄
さ
ん
が

「
天
津
港
最
高
顧
問
』
と
し
て
天
津
港

の
近
代
化
に
取
り
く
ま
れ
ま
す
。
４
月

過
日
そ
の
壮
途
を
祝
う
会
が
、
生
田
神

社
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

☆
大
関
酒
造
Ｋ
Ｋ
（
長
部
文
治
郎
社
長

の
電
話
番
号
が
変
更
し
ま
し
た
。
本
社

０
７
９
８
翁
）
局
総
務
２
０
１
１
秘

書
２
０
１
０
企
而
調
査
室
２
０
０
８

☆
観
世
流
能
楽
師
の
久
田
秀
雄
さ
ん

（
徹
二
氏
厳
父
）
が
、
亡
く
な
ら
れ
３

月
型
日
に
名
古
屋
で
お
葬
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

’
150

嵐
◎
開
国
弓
①
、
喝

４
人
の
女
性
の
作
品
が
展
示
さ
目
下
好
評
発
売
中
だ
。
北
野
を
た
の
が
現
実
。
こ
れ
は
マ
ン
シ

ヨ
ン
設
計
に
制
限
が
あ
り
、
多

く
の
メ
ー
カ
‐
‐
が
商
品
化
で
き

な
か
っ
た
一
つ
の
壁
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
今
峰
牢
、
ス
ケ
ル

ト
ン
方
式
に
よ
っ
て
間
取
り
も

、
５
／
９
１
鱈
小
野
治
美
展
（
具
象
．
立
て
ら
れ
る
。
神
戸
土
産
と
し
べ
て
自
分
の
希
望
通
り
に
設
計

・
水
会
メ
ン
バ
、
．
）
て
も
シ
ャ
レ
て
い
て
喜
ば
れ
そ
で
き
る
マ
ン
シ
ョ
ン
を
㈱
南
イ

識
犠
篭
溌
騨
鱒
：〆へ蕊報蕊灘

蕊議議

一
．
想
い
出
い
っ
ぱ
い
』
の
キ
ャ
の
意
味
。
今
ま
で
の
マ
ン
シ
ョ
を
あ
び
て
い
る
。

ツ
チ
コ
ど
‐
‐
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ン
で
は
自
分
の
思
い
通
り
の
設
口
問
い
合
せ
、
中
央
区
浜
辺
通
５
：
１
．

企
画
よ
り
、
異
人
館
ブ
ッ
ク
計
が
実
現
で
き
ず
、
押
し
き
せ
狸
：
麺
池
報
知
醒
搾
詔
幽
パ
岬
蝉
酎
耀

ユ■■■‐＝帝一一口 ｡ ＝字■一己■■写一再甲＝画 ｡ 一一●■凸凸＝■画凸■一画ａ凸一画一‐ロー畠 ｡ ‐■■－－－－＝一再一一一帥一一一■凸一

〃
ぺ
‐
‐
●
ハ
ー
ク
ラ
フ
ト
″
が
、
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
妥
協
し
て
き
営
業
部

Ｐ
６
０
・
Ｂ
ｉ
■
ｌ
■
■
■
■
■
０
■
０
・
０
９
・
日
９
３
．
０
０
０
５
０
０
９
０
■
－
０
０
．
８
．
４
．
ｄ
９
Ｇ
０
●
・
ｂ
Ｑ
４
ｐ
品
．
０
０
』
ｒ
ｐ
ｂ
Ｌ
、
６
ｆ
Ｌ
・
胴
■
０
０
８
８
Ｆ
６
０
０
９
０
０
８
．
８
良
Ｂ
６
９
Ｂ
Ｌ
ト
ト
■
１
０
．
日
ｂ
ｈ
ｐ
り
一
座
ｑ
ｑ
ｄ
０
０
日
Ⅱ
ｑ
■
ａ
，
０
６
０
０
９
０
．
い
り
■
４
９
８
．
３
８
８
。
■
■
ｐ
３
．
０
．
９
■
４
０
．
１
８
０
８
０
４
Ｏ
５
ｐ
Ｉ
ｑ
■
４
，
日

Ｊ
需
奪
鋼
雛
溌
難
Ｊ

一
「
月
刊
オ
ー
ル
関
西
」
の
う
。
な
ど
説
明
し
て
い
る
の
を
並
べ
る
文
化
の
国
、
日
本
一

復
刊
が
百
科
辞
典
で
あ
る
。
の
最
も
重
要
な
地
域
に
雑
誌
一

関
西
唯
率
の
雑
誌
「
月
刊
毛
方
で
は
、
鎌
倉
時
代
以
が
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
こ
阜

的
ら
も

オ
ー
ル
関
西
」
を
復
刊
し
た
降
、
鈴
鹿
、
不
破
、
愛
発
の
の
地
域
の
市
民
は
雑
誌
文
化
一

関
西
と
は
一
体
ど
こ
の
エ
三
関
以
西
の
諸
国
、
即
ち
畿
の
恩
恵
を
浴
す
る
Ｅ
と
が
出
一

リ
ア
な
の
か
よ
く
話
題
に
な
内
５
国
と
近
江
、
伊
賀
、
山
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
関
一

る
。
陽
、
南
海
、
西
海
の
諸
道
を
西
の
復
捲
を
め
ざ
す
「
月
刊
一

「
関
一
と
い
う
の
は
箱
根
関
西
と
い
う
。
な
ど
と
あ
っ
オ
ー
ル
関
西
Ｌ
だ
が
、
本
来
一

だ
か
ら
、
そ
の
西
と
い
う
こ
て
こ
れ
だ
け
で
も
大
論
文
が
は
市
民
へ
の
文
化
奉
仕
を
す
一

と
で
は
な
い
か
、
近
畿
圏
と
で
き
る
程
に
暖
昧
で
あ
る
。
る
雑
誌
な
の
で
あ
る
。

一
い
う
の
が
関
西
で
は
な
い
か
だ
か
ら
面
白
い
。
そ
の
模
糊
八
Ｙ
Ｖ

Ｉ
．
…
，
，
‐
‐
‐
‐
‐
，
！
‐
．
‐
Ｉ
‐
．
‐
’
‐
’
‐
’
’
‐
，
．
１
回
，
ｉ
’
０
…
…
Ｌ
‐
‐
‐
ｉ
‐
‐
，
：
‐
‐
‐
：
’
，
’
，
ｉ
Ｉ
‐
‐
‐
．
‐
‐
‐
‐
ｌ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
，
回
‐
‐
‐
‐
‐
‐
…
，
‐
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
‐
，
‐
。

０
７
９
８

杏
２
０
１

★
観
世
流

（
徹
二
氏

﹇
凋
空
日
に

ま
し
た
。

★
大
阪
・

領
事
館
の

．
夫
人
が

大
使
館
へ 属

＠
国
園
田
①
、
胃

★
前
・
港
箇
局
長
の
鳥
居
幸
雄
さ
ん
が

噸
・
天
津
港
最
高
頭
問
い
と
し
て
天
津
港

の
近
代
化
に
取
り
く
ま
れ
ま
す
。
４
月

週
日
そ
の
壮
途
を
祝
う
会
が
、
生
Ⅲ
神

社
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

★
大
胤
潤
遥
Ｋ
Ｋ
（
長
部
文
治
郎
社
長

の
逝
話
番
号
が
変
更
し
ま
し
た
。
木
椴

０
７
９
８
（
狸
〉
局
総
務
２
０
１
１
秘

書
２
０
１
０
企
画
調
査
窓
２
０
０
８

★
観
世
流
能
楽
師
の
久
田
秀
雄
さ
ん

（
徹
二
氏
厳
父
）
が
、
亡
く
な
ら
れ
３

月
空
日
に
名
古
屋
で
お
葬
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

★
大
阪
・
神
戸
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
総

０
企
画
調

能
楽
師
の

フ
ォ
ル
カ

象
牙
海
岸

４
刈
末
に

査
惑
２
０
０
８

ル
カ
ー
・
ブ
ス
と
ヨ
ー

．
夫
人
が
象
牙
海
岸
の
ア
ピ
シ
ャ
ン
の

大
使
館
へ
４
月
末
に
較
勤
さ
れ
ま
す
。

★
琵
琶
の
柴
田
旭
堂
後
援
会
（
〒
剛
神

戸
市
中
央
区
上
筒
井
５
ｒ
Ｈ
４
ノ
２
宮

伽
〔
潮
）
１
１
６
１
三
木
重
昭
会
長
〕

が
、
４
月
”
日
午
後
６
時
半
よ
り
オ
リ

エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
、
上
原
ま
り
さ
ん

の
東
京
話
も
加
え
て
棚
か
れ
ま
し
た
。

（
年
会
費
５
０
０
０
属
）

★
東
京
の
赤
坂
東
急
ホ
テ
ル
Ｂ
１
で
、

ラ
イ
ブ
ラ
ウ
ン
ジ
ハ
・
・
バ
ー
，
ラ
イ
ト
ク

ラ
プ
は
、
３
Ｆ
で
花
く
ま
を
極
賞
す
る

鵜
殿
洋
子
さ
ん
の
店
。
４
〃
１
日
に
１

周
年
を
迎
え
て
、
大
ハ
ッ
ス
ル
。
〈
一
ト
ー

代
田
区
永
Ⅲ
町
２
ノ
雌
ノ
３
）

★
等
曲
新
弦
社
の
狩
谷
章
子
さ
ん
が
移

転
。
新
住
所
は
〒
醐
尼
瞭
市
塚
ロ
町
２

丁
目
、
ノ
９
宮
”
（
岬
〉
３
４
７
５

☆
現
代
美
術
の
杉
山
知
子
さ
ん
が
、
ア

ト
リ
エ
兼
ギ
ャ
ラ
リ
Ｉ
目
◎
ョ
鳥
を
設

け
ら
れ
ま
し
た
。
〒
卸
神
●
戸
市
中
央
区

江
戸
町
Ⅷ
番
高
砂
ビ
ル
噸
河
峨
（
刺
）

０
５
９
２

☆
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
湯
井
一
葉
さ
ん
が
、

Ｋ
Ｋ
テ
イ
ク
ワ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に

所
属
さ
れ
ま
し
た
。
〒
知
大
阪
市
北
区

巾
之
島
５
丁
目
３
・
・
卵
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
赦
号
塞
廊
砺
繍
）
０
６
２
１
（
岸
廠

肌
洋
社
長
）

☆
永
脚
良
介
商
店
②
長
男
永
田
耕
一
さ

ん
の
結
婚
が
本
決
り
。
７
月
聖
日
に
神

戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
で
挙
式
。
花
嫁

は
熊
本
市
の
ブ
テ
ィ
ッ
ク
の
お
鯉
さ
ん

豊謡
l‘Ｐさ

れ
ま
す
ロ

会
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神戸肉壬妾録指定店
神戸ビーフブランド指定記念のご案内

この度、あぶり肉工房和無は世
ブランドの充実・強化をはかる月
戸肉流通推進協議会”より満場一
を受理致しました。登録指定店と
の品質向上と発展をめざす所存で
これを機会により一層お容様に

と御礼の気持をこめて記念特別メ

界的に名声高い“神戸ビーフ”
的として発足いたしました‘神
致で会且指定を推薦され、これ
して、更に厳しく" 神戸ビーフ”
ございます。
愛される“あぶり肉工房和黒" へ
ニューを企画致しました。
ますよう御案内申し上げます。

御礼の気持をこめて記念特別メ神戸市中央区中山手通’ニューを企凹致しまし
丁目2 2 - 1 3

是非この機会にお出掛け下さい息脇厩弗'黒休ますよう御案内申し上
記念特別メニュー期間５月2 1 ｎ～3 1 日料金￥8 , 0 0 0 ( 税別）サービス料なし

料理神戸ビー ﾌ ｺ ｰ ｽ『期１椴繊系票測. ｺーヒー
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伯
爵
神
山
宏
肥
多
田
智
満
子
詩
人
〉

世
紀
末
イ
コ
ー
ル
デ
カ
ダ
ン
ス
、
で
は
な
い

●
●

多
田
神
山
さ
ん
は
、
日
本
で
お
そ
ら
く
た
だ
お
一
人
、
伯
爵
と

名
乗
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
何
か
特
別
な
理
由
で
も
？

神
山
別
に
深
い
意
味
は
な
い
ん
で
す
（
笑
）
。
た
だ
自
分
で
文

学
や
芸
術
に
首
を
突
っ
込
ん
で
る
う
ち
に
、
大
衆
芸
術
は
あ
り
え

曲 芸
術
は
自
ら
の
女
神
を

仰
ぎ
見
る
よ
う
な
も
の

多
田
智
満
子
対
談
シ
リ
ー
ズ
●
午
后
の
対
話

１
１５２
１

な
い
と
い
う
考
え
に
到
達
し
て
ね
。

噸
多
田
貴
族
主
義
を
標
糖
し
て
お
ら
れ

抑
る
わ
け
で
す
ね
。

罰
神
山
と
言
う
か
、
僕
は
芸
術
と
い
う

歴
も
の
は
自
ら
の
女
神
を
仰
ぎ
見
る
よ
う

越
な
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
要

霊
す
る
に
カ
エ
サ
ル
の
も
の
は
カ
エ
サ
ル

まご
に
返
せ
、
と
い
う
わ
け
な
ん
で
す
。
そ

る
。
。

》
れ
に
伯
爵
は
字
面
と
響
き
に
も
っ
と
も

”
品
格
が
あ
り
ま
す
か
ら
。

壁
多
田
公
爵
で
も
子
爵
で
も
い
け
な
い

画
？

雄
神
山
僕
が
伯
爵
な
ん
て
名
乗
っ
て
い

り
る
も
の
だ
か
ら
、
皆
か
ら
、
か
つ
て
フ

グ）
ラ
ン
ス
に
行
っ
て
た
よ
う
に
思
わ
れ
て

ノｒ
い
る
ん
で
す
。
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
を
出
た
と

1６言
っ
て
も
本
気
に
さ
れ
る
ん
で
す
よ
。
そ
う
い
う
雰
囲
気
が
伯
爵

の
伯
爵
た
る
所
以
な
ん
で
す
よ
ね
（
笑
）
。

多
田
何
と
な
く
分
り
ま
す
（
笑
）
。
と
こ
ろ
で
神
山
さ
ん
の
出

し
て
お
ら
れ
る
「
世
紀
末
研
究
」
と
い
う
雑
誌
で
す
が
、
あ
れ
は

い
つ
頃
始
め
ら
れ
た
の
で
す
か
。

神
山
４
年
く
ら
い
前
に
自
分
で
作
り
始
め
ま
し
て
ね
。
当
時
は
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林
秀
雄
を
読
ん
で
た
ら
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
・
ヘ
ィ
タ
ー
の
こ
と
が
書

い
て
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
ペ
イ
タ
ー
の
本
を
苦
労
し
て
探
し
て

は
、
買
い
こ
ん
で
き
て
読
ん
で
い
た
ｃ

多
田
「
想
像
の
肖
像
」
と
か
「
ル
ネ
サ
ン
ス
」
と
か
？

神
山
そ
う
そ
う
。
彼
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
エ
ッ

セ
イ
な
ん
て
、
翻
訳
し
た
ら
ま
る
で
こ
れ
は
小
林
秀
雄
じ
ゃ
な
い

か
／
、
っ
て
思
い
な
が
ら
読
ん
で
い
た
り
。
で
も
ペ
イ
タ
ー
を
読
み

こ
な
せ
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
思
い
ま
す
よ
。
田
部
重
治
と

い
う
人
が
彼
に
つ
い
て
単
行
本
を
出
し
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が

ら
文
学
的
価
値
は
認
め
ら
れ
な
い
で
す
ね
。
あ
と
好
き
な
の
は
ア

せ
い
こ
う

Ｉ
サ
ー
・
シ
モ
ン
ズ
。
シ
モ
ン
ズ
の
。
ヘ
イ
タ
ー
垂
祁
は
確
か
に
正
鵠

を
射
て
い
ま
す
ね
。
シ
モ
ン
ズ
も
読
後
感
が
小
林
と
共
通
し
て
い

る
。多

田
私
は
同
じ
シ
モ
ン
ズ
で
も
ジ
ョ
ン
・
ア
デ
ィ
ン
ト
ン
・
シ

モ
ン
ズ
が
好
き
で
ね
、
彼
は
ペ
イ
タ
ー
が
「
ル
ネ
サ
ン
ス
」
書
い

た
翌
年
の
１
８
７
４
年
に
「
イ
タ
リ
ア
文
芸
復
興
史
」
と
い
う
す

ご
い
木
を
出
し
て
い
る
の
。
そ
の
２
年
前
に
は
ニ
ー
チ
ェ
も
「
悲

劇
の
誕
生
」
と
い
う
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
に
つ
い
て
の
本
を
書
い
て
る
。

；
・
殿

で

ま
だ
知
人
や
友
人
に
も
蝿
世
紀
末
あ
た
り
の
文
学
や
芸
術
や
っ
て

る
人
が
い
な
く
て
ね
、
１
号
、
２
号
と
雑
誌
作
っ
て
る
問
に
詩
人

の
鈴
木
漠
さ
ん
や
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
堀
江
珠
喜
さ
ん
ら
が
興
味
を

持
ち
は
じ
め
て
く
れ
て
、
だ
ん
だ
ん
人
が
集
ま
っ
て
く
る
よ
う
に

な
っ
た
。
世
紀
末
の
研
究
し
て
る
人
っ
て
、
大
学
の
主
要
な
学
問

の
ル
ー
ト
を
外
れ
た
人
が
多
い
で
し
よ
。
だ
か
ら
つ
き
あ
っ
て
い

く
と
面
白
い
で
す
よ
。
と
は
い
え
、
大
学
の
人
は
ま
ず
言
葉
に
対

し
て
鈍
感
で
、
ま
と
も
な
文
章
を
も
の
に
す
る
人
は
ま
ず
い
な
い

で
す
ね
。
語
学
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
Ⅱ
外
国
文
学
者
、
と
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
に
大
学
の
不
毛
が
あ
る
わ
け
で
、
も
し
文
章
の
国
家
試

験
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
大
学
の
先
生
の
的
％
は
落
第
で
し
ょ
う
。

多
田
と
こ
ろ
で
、
こ
の
頃
世
間
で
は
や
た
ら
世
紀
末
っ
て
騒
い

で
い
ま
す
け
れ
ど
。

神
山
僕
が
雑
誌
出
し
て
か
ら
か
な
？
こ
ん
な
現
象
（
笑
）
。

多
田
い
わ
ゆ
る
世
紀
末
っ
て
い
う
の
は
四
世
紀
末
に
限
ら
れ
る

ん
で
し
ょ
う
か
。

神
山
そ
う
で
し
ょ
う
ね
。
余
り
肥
世
紀
末
な
ど
は
指
し
ま
せ
ん

ね
。
僕
が
世
紀
末
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
の
は
、
学
生
時
代
、
小

｢ 芸術を俗衆から離れた所に奉りたいわけですね」多田さん

政
治
的
に
は
社
会
主
義
や
共
産
主
義
が

確
立
し
て
い
く
中
で
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ

や
古
典
古
代
の
復
活
で
あ
る
ル
ネ
サ
ン

ス
を
回
顧
す
る
名
著
が
次
々
に
出
た
の

も
世
紀
末
の
一
つ
の
面
白
い
特
徴
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。
だ
か
ら
正
確
に
は
世

紀
末
即
ち
デ
カ
ダ
ン
ス
、
で
は
な
い
で

す
よ
ね
。

神
山
そ
う
い
え
ば
ロ
セ
ッ
テ
ィ
ー
な

ど
の
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
も
最
初
は
中
世

志
向
で
し
た
ね
。
僕
は
世
紀
末
に
つ
い

て
余
り
ど
う
こ
う
言
う
気
は
し
な
い
ん

で
す
が
、
敢
え
て
言
う
な
ら
、
世
紀
末

の
典
型
的
作
家
は
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル

ド
で
し
ょ
う
ね
。
「
ド
リ
ア
ン
。
グ
レ

イ
の
肖
像
」
は
１
８
９
０
年
に
発
表
さ

１
１５３
１
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遜輔

芸
術
を
生
み
出
す
人
は
絶
壁
か
ら
落
ち
る
よ
う
な
人

神
山
僕
は
、
精
薄
児
が
生
ま
れ
る
確
率
が
何
％
っ
て
あ
る
よ
う

に
、
芸
術
に
近
づ
け
る
人
間
が
生
ま
れ
る
確
率
も
何
％
か
あ
る
、

と
思
う
ん
で
す
よ
。

多
田
選
ば
れ
た
人
が
い
る
っ
て
こ
と
で
す
か
？

神
山
え
え
、
持
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
と
か
育
ち
と
か
、
そ
う
い

う
も
の
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。

多
田
素
質
と
環
境
ね
。

神
山
僕
は
そ
う
い
う
も
の
を
持
っ
て
る
人
は
、
ど
ん
ど
ん
前
面

に
出
せ
ば
い
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。
皆
、
そ
う
い
う
の
遠
慮
し
て

出
さ
な
い
け
れ
ど
、
芸
術
を
生
み
出
す
よ
う
な
人
っ
て
、
や
っ
ぱ

り
絶
壁
か
ら
落
ち
る
よ
う
な
人
な
ん
で
す
よ
。

i 鞄

い
な
い
ん
で
す
よ
。

多
田
予
言
者
っ
て
当
り
前
の
こ
と
を
繰
り
返
し
言
う
も
の
で
す

よ
ね
。
い
つ
の
時
代
に
も
、
バ
カ
に
さ
れ
な
が
ら
、
ね
。

神
山
当
り
前
の
こ
と
っ
て
思
考
の
上
で
展
開
し
て
い
く
も
の
で

は
な
い
で
す
か
ら
ね
。
才
覚
ば
か
り
が
目
立
っ
て
、
・
魂
が
忘
れ
ら

れ
て
い
る
。
今
の
時
代
は
妙
な
正
義
感
み
た
い
な
も
の
が
は
び
こ

っ
て
い
て
、
言
い
た
い
こ
と
が
言
え
な
い
、
な
ん
て
状
況
で
し

よ
。
だ
か
ら
余
計
に
芸
術
的
素
質
の
あ
る
人
は
自
己
主
張
す
べ
き

で
す
。

〃〆
虹

卿
罰

旧
世
紀
末
す
で
に
同
性
愛
は
日
常
的
だ
っ
た

多
田
姐
世
紀
末
は
産
業
革
命
の
結
果
、
機
械
文
明
が
飛
躍
的
に

進
歩
し
た
時
期
で
し
よ
。
一
方
、
文
学
上
で
は
デ
カ
ダ
ン
ス
を
の

塗録擬欝帳一￥

逢蕊§』蝉‘
議
鎚騨灘藍
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?灘

正
法
千
年
、
像
法
千
年
、
末
法
千
年
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
し

た
。
千
年
刻
み
で
世
の
中
デ
カ
ダ
ン
ス
が
進
む
と
い
う
わ
け
。
お

釈
迦
様
が
出
て
か
ら
今
は
２
千
数
百
年
経
っ
て
、
ま
さ
に
末
法
の

世
も
終
り
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
ん
で
し
ょ
う
。

神
山
た
し
か
に
１
世
紀
と
い
う
加
年
の
サ
イ
ク
ル
は
消
え
て
し

ま
い
ま
し
た
ね
。
と
こ
ろ
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
い
わ
ゆ
る
世
紀
末

っ
て
騒
い
で
い
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
だ
け
み
た
い
で
す
ね
。
で
も

「
イ
エ
ロ
ー
・
ブ
ッ
ク
」
な
ん
て
見
て
も
ね
、
な
ぜ
あ
ん
な
の
が

当
時
ワ
イ
ワ
イ
騒
が
れ
た
の
か
と
思
う
く
ら
い
お
カ
タ
イ
。
本
当

に
文
章
ば
っ
か
り
の
ち
ゃ
ん
と
し
た
雑
誌
な
ん
で
す
よ
。

多
田
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
少
く
と
も
戦
前
ま
で
は
、
厳
格
な
家
庭

っ
て
本
当
に
カ
タ
イ
ん
で
す
ね
。
ど
う
で
も
い
い
こ
と
に
親
が
う

る
さ
く
干
渉
し
て
。
私
、
最
近
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
グ
リ
ン
の
「
罪
人
」

神
山
で
も
世
紀
末
に
は
ね
、
ホ
モ
っ
て

余
り
表
だ
っ
て
現
わ
れ
て
な
い
ん
で
す

よ
。
そ
れ
く
ら
い
日
常
的
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。
ラ
イ
オ
ネ
ル
・
ジ
ョ
ン

ソ
ン
な
ん
て
ホ
モ
サ
ー
ク
ル
を
率
い
て
い

た
し
。

多
田
ジ
ョ
ン
・
ア
デ
イ
ン
ト
ン
・
シ
モ

ン
ズ
を
読
ん
で
ホ
モ
に
な
っ
た
人
も
ず
い

「
ど
こ
で
も
な
い
」
、
と
い
う
名
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
国
な
ん
で
す
が

そ
こ
で
機
械
文
明
が
行
き
詰
ま
り
、
人
間
が
ダ
メ
に
な
っ
て
い
く

と
い
う
指
摘
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
文
明
の
利
器
を
一
切
使

わ
な
い
で
、
昔
の
素
朴
な
時
代
に
還
っ
た
「
ど
こ
で
も
な
い
」
国

を
造
っ
た
わ
け
。
と
こ
ろ
で
今
や
卯
世
紀
で
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が

畑
世
紀
末
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
進
ん
で
し
ま
い
、
人
類
全

体
が
文
明
の
産
物
の
た
め
に
い
つ
滅
ん
で
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
深
刻
な
「
末
世
」
の
時
期
で
し
ょ
う
。
川
年
単
位
の
「
世

紀
」
と
い
う
の
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
考
え
方
で
、
日
本
に
は
昔
か
ら

り
こ
え
よ
う
と
し
て
古
代
へ
の
関
心
が
強
ま
っ
て
い
く
。
そ
ん
な

中
で
イ
ギ
リ
ス
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
バ
ト
ラ
ー
が
１
８
７
２
年
に

「
エ
レ
ホ
ン
」
と
い
う
ユ
ー
ト
ピ
ア
小
説
を
書
い
て
い
る
ん
で
す
。

エ
レ
ホ
ン
と
い
う
の
は
ｚ
ｏ
言
冨
門
の
の
逆
さ
読
み
で
、
つ
ま
り

蕊

蕊

多
田
そ
れ
で
、
そ
の
家
庭
教
師
は
同
性
愛
者
だ
し
、
主
人
公
も

後
に
ホ
モ
に
な
っ
て
、
そ
の
こ
と
で
と
て
も
悩
む
ん
で
す
。
・
同
性

愛
に
つ
い
て
強
烈
な
罪
の
意
識
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
風

俗
的
な
理
由
で
ワ
イ
ル
ド
が
投
獄
さ
れ
た
な
ん
て
、
今
じ
ゃ
考
え

ら
れ
な
い
こ
と
で
す
よ
ね
。

神
山
そ
の
ホ
モ
の
概
念
は
、
も
と
は
フ
ラ
ン
ス
の
も
の
で
、
イ

ギ
リ
ス
に
は
ｎ
世
紀
、
フ
ラ
ン
ス
に
征
服
さ
れ
て
か
ら
入
っ
て
き

た
。多

田
大
体
、
地
中
海
的
な
風
俗
で
し
ょ
う
。

霧
、。蝋

ぶ
ん
い
た
と
か
い
う
話
。

神
山
実
は
僕
も
、
ハ
ブ
ロ
ッ
ク
・
エ
リ
ス
と
ジ
ョ
ン
・
ア
デ
イ

ン
ト
ン
・
シ
モ
ン
ズ
の
共
著
に
「
倒
錯
の
性
」
と
い
う
本
が
あ

り
、
そ
れ
を
ネ
タ
に
し
て
ホ
モ
に
つ
い
て
書
い
た
こ
と
が
あ
る
ん

で
す
。
し
か
し
世
紀
末
っ
て
つ
く
づ
く
マ
イ
ナ
ー
ポ
エ
ト
が
続
出

し
た
時
期
だ
な
あ
と
思
い
ま
す
。
文
学
史
は
単
に
メ
ジ
ャ
ー
の
峰

々
を
つ
な
い
で
い
る
だ
け
で
す
か
ら
、
世
紀
末
の
作
家
な
ど
は
余

り
浮
か
ん
で
こ
な
い
。
ジ
ョ
ー
ジ
。
ム
ー
ア
や
ハ
ブ
ロ
ッ
ク
・
エ

リ
ス
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
し
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ハ

ネ
カ
ー
も
余
り
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
の
は
残
念
で
す
ね
。
ハ
ネ
カ

ー
は
認
識
者
と
し
て
確
実
に
芸
術
を
捉
え
て
い
ま
す
よ
。

多
田
私
が
「
少
年
十
字
軍
」
っ
て
作
品
を
訳
し
た
マ
ル
セ
ル
・

シ
ュ
オ
ッ
ブ
の
よ
う
な
小
粒
だ
が
質
の
い
い
世
紀
末
作
家
は
日
本

５
１
５
１
１

と
い
う
小
説
を
翻
訳
し
た
ん
で
す
が
、
主
人
公
が
少
年
の
頃
の
家

庭
環
境
が
実
に
カ
タ
イ
の
。
家
庭
教
師
が
彼
に
古
代
の
裸
体
の
彫

像
を
見
せ
に
連
れ
て
い
く
だ
け
で
父
親
が
カ
ン
カ
ン
に
怒
る
の
。

神
山
当
時
は
そ
れ
で
当
り
前
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
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で
も
好
き
な
人
は
い
る
み
た
い
で

す
け
れ
ど
。

人
類
に
お
け
る
芸
術
上
の
奇
蹟
は

モ
オ
ツ
ア
ル
ト
だ
け

神
山
僕
が
小
林
秀
雄
を
好
き
な

の
は
、
彼
の
文
体
に
味
わ
い
が
あ

る
か
ら
な
ん
で
す
よ
。
外
国
語
に

比
べ
て
、
日
本
語
に
は
文
体
の
概

念
が
定
着
し
に
く
い
ん
で
す
が
、

彼
の
よ
う
に
自
分
の
文
体
を
持
つ

っ
て
こ
と
は
強
味
で
す
。
文
学
者

は
や
っ
ぱ
り
自
分
の
文
体
が
つ
く

れ
な
い
と
ね
。
ポ
ー
ル
・
ヴ
ァ
レ

リ
ー
が
「
文
体
は
精
神
の
衣
裳
で

あ
る
」
と
言
っ
て
ま
す
が
、
文
体

世紀末談義はいつしか芸術談義に。

６
１
５
‐
１

神
山
・
ヘ
イ
タ
ー
も
「
あ
ら
ゆ
る
芸
術
は
音
楽

を
憧
れ
る
」
っ
て
言
っ
て
る
。
も
っ
と
も
彼
の

音
楽
と
い
う
も
の
は
プ
ラ
ト
ン
の
「
国
家
」
に

出
て
く
る
よ
う
な
内
容
で
、
モ
オ
ッ
ァ
ル
ト
と

は
無
関
係
の
概
念
で
す
が
。
モ
オ
ッ
ア
ル
ト
は

時
代
を
越
え
て
生
き
続
け
る
が
、
ロ
マ
ン
派
や

印
象
派
は
時
代
背
景
が
な
け
れ
ば
滅
び
て
し
ま

う
も
の
で
す
。
今
だ
に
そ
ん
な
音
楽
が
演
奏
さ

れ
る
の
は
音
楽
家
が
バ
カ
な
ん
で
す
。
音
楽
に

限
ら
ず
職
業
と
す
る
と
こ
ろ
に
芸
術
の
堕
落
が

は
じ
ま
る
わ
け
で
す
。
ま
あ
人
類
に
お
け
る
芸

術
上
の
奇
蹟
は
モ
オ
ッ
ァ
ル
ト
だ
け
で
し
ょ
う

多
田
本
当
に
あ
れ
は
奇
蹟
で
す
ね
。

神
山
僕
は
や
っ
ぱ
り
芸
術
は
芸
術
で
し
か
あ

り
え
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。
ペ
イ
タ
ー
も
そ
う

言
っ
て
る
ん
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
人
間
な
ん
で

っ
て
い
う
の
は
精
神
と
肉
体
と
の
融
合
な
ん
で
す
。
で
も
文
学
っ

て
文
体
も
大
事
で
す
が
、
も
っ
と
大
切
な
の
は
書
き
手
の
楽
し
さ

が
伝
わ
っ
て
く
る
か
ど
う
か
、
で
す
よ
ね
。
そ
れ
と
ね
、
日
本
文

学
っ
て
女
神
不
在
の
形
で
出
発
し
て
い
る
で
し
よ
。
だ
か
ら
僕
は

読
ん
で
い
て
も
余
り
面
白
く
な
い
ん
で
す
。
た
だ
泉
鏡
花
だ
け
は

別
で
す
ね
。
鏡
花
を
軸
に
日
本
文
学
組
み
立
て
た
ら
ケ
ッ
サ
ク
だ

と
思
い
ま
す
よ
。
鏡
花
読
ん
だ
ら
も
う
他
の
私
小
説
な
ん
て
吹
っ

飛
ん
じ
ゃ
う
、
発
想
が
違
い
ま
す
ね
。

多
田
そ
う
い
う
見
方
も
あ
り
え
ま
す
ね
。

神
山
永
井
路
子
が
「
厳
密
な
意
味
で
、
真
の
芸
術
は
モ
オ
ッ
ァ

ル
ト
の
音
楽
の
み
で
あ
る
」
と
言
っ
て
る
の
で
す
が
、
こ
れ
は
当

っ
て
ま
す
ね
。
僕
も
芸
術
は
モ
オ
ッ
ア
ル
ト
で
終
っ
て
る
と
思
う

ん
で
す
よ
。
ワ
グ
ナ
ー
な
ん
て
何
や
、
い
う
気
持
ち
で
す
ね
（
笑
）

な
ぜ
モ
オ
ッ
ア
ル
ト
か
っ
て
い
う
と
、
こ
れ
は
も
う
カ
ン
ト
の
定

言
命
法
の
よ
う
な
も
の
で
、
理
屈
の
問
題
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
。

多
田
私
も
加
歳
の
頃
、
モ
オ
ッ
ァ
ル
テ
ィ
ァ
ン
を
以
て
自
認
し

て
い
た
ん
で
す
。
徹
底
的
に
好
き
で
、
も
う
人
に
語
る
気
も
し
な

い
ぐ
ら
い
。

す
ね
、
人
間
の
方
向
へ
い
っ
て
る
。
そ
こ
が
ペ
イ
タ
ー
と
ワ
イ
ル

ド
の
違
い
で
も
あ
っ
て
、
や
は
り
ワ
イ
ル
ド
は
芸
術
の
女
神
を
捉

え
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。
や
は
り
芸
術
は
一
般
の

人
間
と
は
切
り
離
さ
れ
た
問
題
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
の
芸
術
は

実
際
に
は
人
間
の
つ
く
り
出
す
も
の
な
ん
で
す
が
、
何
か
人
間
が

仰
ぎ
見
る
よ
う
な
物
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
そ
れ
に
ハ
ン
グ
リ
ー

な
状
態
か
ら
芸
術
が
生
ま
れ
る
っ
て
い
う
の
で
は
な
い
よ
う
な
気

が
し
ま
す
ね
。

多
田
神
山
さ
ん
は
芸
術
を
俗
衆
か
ら
離
れ
た
所
に
奉
り
た
い
わ

け
で
す
ね
。

神
山
そ
う
、
近
寄
る
な
ノ
．
っ
て
言
い
た
い
（
笑
）
。
で
も
僕
の
言

っ
て
る
女
神
っ
て
何
？
と
言
わ
れ
て
も
、
定
義
で
き
な
い
な
。

多
田
独
断
的
な
プ
ラ
ト
ン
派
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。
人
の
世
の
彼

方
に
イ
デ
ア
を
仰
ぎ
た
い
ん
で
し
ょ
う
。

神
山
そ
う
そ
う
、
イ
デ
ア
が
あ
る
の
（
笑
）
。

八
に
し
む
ら
瑚
誹
北
野
店
に
て
Ｖ

撮
影
／
渡
辺
泰
臣
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